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同
志
小
林
多
喜
二
は
、
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
に
お
い
て
、
実
に
類
の
す
く
な
い
一
人
の
傑

出
し
た
世
界
的
作
家
で
あ
っ
た
。

　
小
説
は
、
小
樽
で
銀
行
に
勤
め
て
い
た
時
分
か
ら
書
き
は
じ
め
て
い
た
が
、
そ
の
時
分
か
ら
同
志
小
林

の
作
品
は
、
は
っ
き
り
勤
労
階
級
の
生
活
の
中
に
根
を
お
ろ
し
、
勤
労
階
級
の
生
活
の
苦
痛
と
、
そ
の
苦

痛
の
社
会
的
原
因
を
あ
ば
き
出
そ
う
と
す
る
努
力
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。

　
初
期
の
い
く
つ
か
の
短
篇
は
、
こ
の
社
会
で
勤
労
階
級
の
男
や
女
が
闘
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
不

合
理
な
資
本
主
義
社
会
に
対
す
る
人
道
主
義
的
な
憤
り
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
八
年
に
、
北
海
道
に
お
け
る
三
・
一
五
事
件
で
、
革
命
的
労
働
者
が
大
検
挙
さ
れ
、
野
蛮
な
テ

ロ
に
よ
っ
て
組
織
を
破
壊
さ
れ
た
。
同
志
小
林
多
喜
二
は
当
時
支
配
階
級
が
革
命
的
労
働
者
に
対
し
て
行

っ
た
非
道
な
白
テ
ロ
を
曝
露
し
、
革
命
の
犠
牲
と
挫
け
ぬ
意
気
と
を
「
一
九
二
八
年
三
月
十
五
日
」
と
い

う
作
品
に
も
り
上
げ
た
。

　
こ
の
一
作
で
、
同
志
小
林
多
喜
二
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
と
し
て
の
方
向
が
決
っ
た
と
い
え
る
。

　
続
い
て
、
有
名
な
「
蟹
工
船
」
が
書
か
れ
、
「
不
在
地
主
」
「
工
場
細
胞
」
「
オ
ル
グ
」
「
独
房
」
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「
転
形
期
の
人
々
」
「
沼
尻
村
」
と
精
力
的
に
作
品
が
送
り
出
さ
れ
た
が
、
我
々
が
特
別
注
目
し
又
感
歎

す
る
の
は
、
同
志
小
林
多
喜
二
が
一
つ
の
作
品
か
ら
一
つ
の
作
品
へ
と
常
に
前
進
し
つ
づ
け
た
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
作
家
と
し
て
の
努
力
、
覚
悟
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
全
運
動
は
一
九
二
九
年
以
来
、
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

も
そ
の
進
展
を
共
に
し
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
課
題
を
自
身
の
課
題
と
し
て
ジ
リ
ジ
リ
押
し
す
す
ん
で

来
て
い
る
の
だ
が
、
同
志
小
林
多
喜
二
ほ
ど
全
面
的
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
課
題
を
わ
が
身
に
引
き
そ

え
て
、
作
品
に
具
体
化
し
よ
う
と
試
み
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
同
志
小
林
多
喜
二
の
作
品
で
全
く
の
駄
作
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
よ
し
ん
ば
或
る
作

品
に
お
い
て
間
違
い
が
あ
っ
た
と
し
て
も
同
志
小
林
多
喜
二
に
あ
っ
て
は
、
決
し
て
日
和
見
主
義
や
引
こ

み
思
案
や
「
作
家
主
義
」
か
ら
出
た
こ
と
は
な
い
。
き
っ
と
そ
れ
は
今
ま
で
欠
け
て
い
た
新
し
い
闘
争
の

具
体
性
を
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
中
に
摂
取
し
よ
う
と
す
る
雄
々
し
い
意
志
か
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

間
違
い
は
捕
え
た
問
題
を
十
分
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
的
方
法
で
発
展
さ
せ
得
な
か
っ
た
場
合
に
だ
け
生

じ
た
。

　
だ
か
ら
、
同
志
小
林
多
喜
二
ぐ
ら
い
理
論
活
動
の
重
要
さ
を
知
っ
て
い
た
ひ
と
も
少
な
い
で
あ
ろ
う
。

同
志
小
林
は
ま
こ
と
に
共
産
主
義
作
家
に
ふ
さ
わ
し
い
真
面
目
な
精
神
で
、
正
し
い
実
践
は
正
し
い
革
命
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的
理
論
な
し
に
行
わ
れ
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。

　
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
の
書
記
長
、
コ
ッ
プ
中
央
協
議
員
等
と
い
う
忙
し
い
仕
事
を
熱
心
に
果

し
な
が
ら
、
寸
暇
を
お
し
ん
で
作
品
を
つ
く
っ
た
。

　
同
志
小
林
が
書
記
長
に
選
出
さ
れ
た
頃
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
も
一
日
に
二
枚
は
小
説
を
書
い
て
い
る

の
だ
と
話
し
た
。

　
去
年
四
月
、
文
化
団
体
に
敵
の
暴
圧
が
下
さ
れ
た
時
か
ら
、
同
志
小
林
多
喜
二
は
非
合
法
生
活
に
入
っ

た
。
そ
れ
か
ら
僅
か
十
一
ヵ
月
目
に
、
彼
の
輝
か
し
い
生
涯
は
英
雄
的
殉
難
に
よ
っ
て
閉
さ
れ
た
の
だ
が
、

最
近
に
お
け
る
同
志
小
林
の
理
論
家
、
指
導
者
と
し
て
の
成
長
は
実
に
目
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
最
近
彼
が
行
っ
た
右
翼
日
和
見
主
義
と
の
闘
争
は
、
同
志
小
林
が
ど
ん
な
に
正
し
く
レ
ー
ニ
ン
主
義
的

党
派
性
と
い
う
も
の
を
理
解
し
、
同
志
蔵
原
の
実
践
を
発
展
さ
せ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
、
ね
う

ち
高
い
も
の
で
あ
る
。

　
三
月
号
『
改
造
』
に
同
志
小
林
は
「
地
区
の
人
々
」
と
い
う
小
説
を
発
表
し
て
い
る
。

　
こ
の
小
説
は
、
革
命
的
伝
統
を
も
っ
た
北
海
道
の
労
働
者
街
（
地
区
）
の
人
々
が
、
再
び
「
戦
争
と
革
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命
の
時
期
」
で
あ
る
今
日
、
抑
圧
か
ら
立
ち
直
っ
て
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
組
織
を
つ
く
る
こ
と
を
書
い

た
も
の
で
あ
る
。

　
宮
島
新
三
郎
と
い
う
ブ
ル
ジ
ョ
ア
文
学
の
批
評
家
は
、
こ
の
「
地
区
の
人
々
」
を
批
評
し
て
、
概
念
的

に
書
か
れ
た
も
の
で
大
し
て
い
い
作
品
で
な
い
、
小
林
氏
ほ
ど
の
才
能
の
あ
る
作
家
が
こ
の
よ
う
な
作
品

を
書
く
よ
う
に
し
、
白
テ
ロ
の
犠
牲
と
し
た
作
家
同
盟
は
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
書

い
て
い
る
。

「
地
区
の
人
々
」
は
、
た
し
か
に
終
り
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
説
明
的
に
な
り
、
小
説
と
し
て
の
丸
彫
に
し

た
描
写
は
欠
け
て
い
る
。
同
志
小
林
の
、
完
成
さ
れ
た
傑
作
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

我
々
は
こ
の
「
地
区
の
人
々
」
が
そ
の
作
品
と
し
て
の
未
完
成
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
同
志
小
林
の
ど

の
作
品
に
も
な
か
っ
た
、
真
の
規
模
の
大
き
さ
と
、
主
題
の
中
に
は
ま
り
込
ん
で
書
い
て
い
る
腰
の
据
り

と
を
感
じ
、
こ
こ
に
新
し
い
発
展
の
段
階
と
次
の
傑
作
へ
の
道
が
示
さ
れ
て
い
た
の
を
認
め
ず
に
は
居
れ

な
い
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
一
九
三
三
年
三
月
〕

6同志小林多喜二の業績



7



8同志小林多喜二の業績



青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
宮
本
百
合
子
全
集
　
第
十
巻
」
新
日
本
出
版
社

　
　
　1980
（
昭
和55

）
年12

月20

日
初
版
発
行

　
　
　1986
（
昭
和61

）
年3

月20

日
第4

刷
発
行

底
本
の
親
本
：
「
宮
本
百
合
子
全
集
　
第
八
巻
」
河
出
書
房

　
　
　1952

（
昭
和27
）
年10

月
発
行

初
出
：
「
大
衆
の
友
」
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
連
盟

　
　
　1933

（
昭
和8

）
年3

月10
日
小
林
多
喜
二
記
念
号
外

入
力
：
柴
田
卓
治

校
正
：
米
田
進

2003

年1

月16

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

9



同志小林多喜二の業績
――作品を中心として――

２０２０年　７月１７日　初版

奥　付

発行 青空文庫

著者 宮本百合子
URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL http://aozora.xisang.top/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


